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2.研 究 の ね らい ・目的

本研究の 目的は、東南アジアに焦点を合わせっっ、地域が地域と しての特徴を形成 ・維持 ・

変更 していく過程を、その地域 自体の力学と周辺地域の関与 とを相互連関させて分折す ること

により、マクロな視点か ら総合的地域研究の手法確立に寄与す ることである。

いかなる地域 も、一っの世界に組み込 まれている部分であり、そこには部分 としての域外依

存性 とともに、その地域が全体の中で周辺 と区別できる一っの部分と して浮かび上が って くる

何 らかの固有性を有 しているはずである。この世界の中の地域、システムの中のサブシステム

としての東南アジアを見る立場の確立を、本研究はあざしている。ある特定の地域 とその周辺

地域 との連関を解明することは、その地域の内部に焦点を当てる ミクロな視点か らの地域研究

を補完す るだけでない。一層重要な点 として、それはその地域が地域 として存在する背景、あ

るいは原因さえ も探 り当てることである。この二重の意味で、地域連関の論理の分析 は、総合

的地域研究には欠かせないアプローチの一つである。

東南アジアは、世界の諸地域の中で、地域連関の研究対象として理想的な特徴を備えている。

古来よ り、イン,ド・中国の文明の影響を拮抗的に受けつつ、それな りの地域と して外部か ら認

識 され、また東南 アジアを一つの場 とす る体系 も存在 して きた。近代 には、 イスラムや ヨー

ロッパの文明 との間で複雑な相互作用を展開 して きた。第二次世界大戦後には、国際政治経済

の文脈で、東南ア ジアは独自の歴史的展開をたどるとともに、米国、中国、日本か ら様々な影

響を受 けてきた。 この歴史の中に東南ア ジア性を位置づける。

すなわち、東南アジアの東南ア ジア的特質は、東南アジァ基層文化の上に、さまざまな外界

か うの上皮がかぶさっていったのではな く、外界との接触をっ うじて東南アジアなるものが形

成されて きた、というのが本研究の仮説である。この仮説を、近代以降の東南アジアを主な分

析対象 として、上記の共同研究体制により検証 してい く。
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ところで、東南アジアは、たとえばヨーロッパと比較 して、まとまりのない地域、実体のな

い地域、名前だけの地域、地域 とよべない地域、など蔑視とも思える表現で、その地域性を否

定されてきた。 しか し近年、東南ア ジアの臼律性、東南ア ジアにおける自律的歴史、世界シス

テムと しての東南アジア、固有な論理を持つ東南アジアなど、東南 アジアという空間が持っま

とまり、そこに住む人々が持っ共通性に注 目する議論が興隆 している。

このように対角線的に対立す る東南アジアの見方に対 し、第三の視点を提示 しようとする問

題意識が本研究の背景にあ る。すなわち、地域の特性を、域外か らの自律性 ・独自性ではな く、

周辺との関わり合いの中、っまり地域連関の論理の中に見出そうとする。っまり本研究の目的

は、東南アジアに焦点を合わせっつ、地域体系形成の ダイナ ミックな過程を、その地域 自体と

周辺地域の関与 とを相互連関させ、マクロな視点から総合的地域研究の手法確立に寄与するこ

とである。

3.平 成5年 度 の研 究経 過

本研究を遂行する共同研究者は、地理的研究対象か ら見れば東南アジアを中心 に中国、日本、

米国をカバーし、方法論か ら見れば社会経済史、現代史、国際経済学、国際関係論をカバーす

る。全員で一っの共同研究を遂行す るのはこれが最初であるが、各人が地域連関の論理 を東南

アジアと周辺地域との関係か ら分析するのに不可欠な業績を従来か らあげている。そこで共同

研究者の今までの研究蓄積 を踏 まえ、今後 どのように 「地域連関の論理」に関わってい くかに

っいての共通理解を形成することを初年度の主たる目的と した。 さしあた り、当班の共同研究

の場はもちろん、総括班主催の合同研究会、他の研究項目に属す る研究班との合同研究会など

をっ うじて緊密な連携をとり、共同研究体制を築 くことに努めた。

まず、班 としての定例研究会を定期的に開催 し、本研究課題をめ ぐる共同研究者の従来の関

連業績を披露するとともに、共同研究体制づ くりのための相互理解を深あた。すなわち、5月

か ら6月 にかけて経過説明 と今後の課題検討のための研究会を開いた。その後、7月 か ら2月

にかけて、山影が 「東南 アジアの地域体系」、濱下が 「東アジア文明圏と東南アジア」、小笠

原が 「ベ トナム戦争 と東南アジア」、後藤が 「1930年代～40年 代初頭r濠 亜地中海』における

r地域的国際関係』」、そ して中北が 「国際経済の中の東南アジア」について報告 し、討論を

通 じて共同研究を進めた。

また、これ以外に研究打ち合わせ、外部講師を招いての臨時研究会などを随時開催 し、共同

研究の実を上げるべ く努めた。
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さらに、当班所属の研究者は総括班主催の各種研究会で も貢献 した。 まず福岡市で開催 され

た公開講座では、山影がパネ リス トとして参加 し、地域像をめ ぐってアジアをどう観るか議論

した。京都市で開催された第2回 総括班主催研究集会では、濱下が東 アジアを題材に、そ して

山影が東南アジアを題材に、地域性の形成をめ ぐって報告 した。そ して東京で開催 された総合

シンポジウムでは、後藤がコメンテーターとして参加 し、戦前 日本の南方関与 について議論の

口火を切 った。

他班との合同研究会 としては、11月 に 「外文明と内世界」に属する研究班と開催 し、当班か

らは山影が 「ウチ ・ソ トの論理 と関係の論理」 と題する報告をお こな った。 さらに1月 には

「地域連関の論理」に属する3班 合同研究会を開催 し、当班か らは山影、濱下、中北の3名 が

参加 して他班の参加者と、地域連関の論理をあ ぐって討論 した。 この研究会には不参加だ った

後藤 と小笠原は別個に論文を寄稿 した。

以上のような研究会活動の他に、各自が分担研究を各々の方法論にしたが って進めた。特に

特徴的な点を指摘す ると次のとおりである。濱下 と小笠原はマイクロフィルムの形で一次史料

を大量に体系的に収集 し、それに基づ く研究を開始 した。後藤と中北は日本各地で日本の東南

アジア関与に関わった個人や企業に対するインタヴューを開始 した。また中北は同時にパソコ

ンを活用 して統計解析 も開始 した。黒柳 は既 に収集済のデータ整理 に着手 し、山影は各種資料

のデータベース化の検討に入った。

4.研 究 の成果 とフ ロンテ ィア

本共同研究の仮説は、 「東南アジアの東南 アジア的特質は、東南アジア基層文化の上に外界

からもた らされたさまざまな上皮がかぶ さっていったのではな く、外界 との接触をっうじて東

南ア ジアなるものが形成されて きた」というものである。この観点か ら、初年度にもかかわ ら

ず、興味深 い成果が あがった。濱下によれば、東南アジアへ は中国か らさまざまな もの(ヒ ト・

モノ ・カネ ・情報 ・文化)が 浸透 してお り、中国か ら東南アジアを包み、さらにはオセアニア

にまでいたる広い空間を一っの地域(シ ステム)と して とらえるべ きである。その中に、い く

っかの 「サブ地域(サ ブシステム)」 が形成 されているという重層的な構造になっている。後

藤によれば、日本の政策的な東南アジア関与 は、植民地支配構造の最 も脆弱な環、すなわちポ

ル トガル領チモールに対 してまず橋頭塗を築 くとい う戦略か ら始まり、南洋群島(日 本の委任

統治領)か ら東南ア ジアへ張 られ るネッ トワークが伸長 して きた。小笠原 は、冷戦構造で分極

化された東南アジアの地域的構造の イメージが過度に単純であ ると し、アメリカやソ連、中
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国が関与す る中で、東南アジアは決 して反共陣営対社会主義陣営に分かれて対峙 していたので

はないことをベ トナム戦争終了後を中心 に明 らかに した。中北 は、戦後国際経済のネ ットワー

クの中で東南 アジアが成長 し相互依存を深めた過程を指摘 した。

こうした従来共同研究者が個別にお こなってきた研究を「地域連関の論理」の視点から集約 ・

体系化す ると、東南ア ジアは周辺地域との相互作用の中で東南アジァとしてまとまって きた こ

とが明 らかになった。すなわ ち、東南アジアは単に外の世界にとっての 「場」ではない し、ま

た東南アジァとしてのまとまりが外の世界との関わり合いの中で変容 して きたので もない。東

南アジアが東南ア ジアと して まとまって くる過程 自体が、東南アジアの内部世界 と周辺地域 と

の相互作用の結果なのである。

したが って、研究のフロンティアは、歴史的 ・構造的に、東南 アジアと周辺地域とを分析対

象と してい く方向にある。 しか し、それは 「東南 アジア」対 「周辺地域」とい う見方ではない。

東南アジアという空間を覆う広い空間、たとえば今日アジア太平洋と呼ばれている地域、の中

で、東南アジアに位置す るさまざまな もの とその周囲に位置するさまざまなもの との相互関係

を見ていくことである。その意味で、あえて誤解を恐れずに表現すると、一度、東南アジアを

解体 してみな くて はならないのだ。

「地域連関の論理」 とは、注目する地域とそれ以外の地域 との連関の論理を明 らかにするこ

とだけではない。地域の形成 ・確立とい うダイナ ミズムを見 ることは、広域の空間の上のシス

テムを認識す ることによ り、注目している地域の結晶化を見 ることなのである。

5.今 後の課 題

本年度(平 成5年 度)は 初年度なので、研究会を定期的に開催 して共同研究体制の確立をあ

ざすとともに、地域連関の論理の概念化、東南ア ジアという対象 に切 り込む切 り口の検討、他

地域に関する地域研究成果の批判的検討、有機的研究分担の調整、研究代表者を中心 にした

データベース設計準備作業を進めて きた。

第2年 度に当たる平成6年 度は、本格的に分担研究を開始する一方、定例研究会を通 じて共

同研究を深めてい く。共同研究における作業分担 は、研究組織に明記 した役割分担にしたがっ

ておこなう。分担研究の推進 と相互の意見交換は、周辺地域(特 に中国、日本、アメリカ)と

時代(戦 前、戦後、現代 ・近未来)と を交差させ、有機的連関を深める。また、定例研究会の

他に臨時研究会を随時開催 して、外部講師を招いて共同研究者で はカバーで きない分野 に関す

る専門知識を聴取す る。
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初年度 に試みて有効だった他研究班との合同研究を本年度は一層活用する。

データベース作成作業 にっいては、データの種類 とハー ド・ソフ トとの親和性を中心にパ イ

ロッ ト・スタディを開始する一方、データ入力の試験段階を完了する。また、データのための

資料の収集を継続す る。

第3年 度 も、引き続き分担研究を並行 して進める一方、定例研究会を通 じて共同研究を深め

て行 く。共同研究における作業分担は、研究組織に明記 した役割分担に したが っておこな う。

また、外部講師を招いて共同研究者ではカバーできない分野 に関する専門知識を聴取すること

や、他班 との合同研究会 も継続 しておこなう。当年度はデータベースの基本構造を確定 して、

初年度か ら収集 して きた資料をもとにデータベースの作成を本格化させる。第2年 度同様、入

力を続けるが、利用についてのパイロッ ト・スタディをお こなう。

可能な らば、海外学術調査を実施 して、周辺地域の東南アジア関与に関す る資料を東南アジ

ァおよび周辺地域で収集す ることを計画 している。

平成8年 度では、最終年度 として、共同研究の成果を分担研究に活か して、地域連関の論理

を多角的に検証す ることをめざす。また、研究代表者を中心にデータベースの完成をめざす。
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